
大学・企業との連携講座事業 【千葉県】

地域の実情と課題

連携団体

今後の課題事業の効果

目的・目標

事業の特徴

総事業費 １６7 千円

交付金額 ８３ 千円

事業番号 １

・千葉県の人口は、今後減少していくことが見込まれている。
・女性は出産・子育て期にいったん職場を離れる傾向がある（M字
カーブ）。

・男性も女性も仕事と家庭生活など、バランスのとれたライフスタイ
ルを希望しているが、理想と現実のギャップがある。

これらのことから、今後到来する人口減少社会において、経済社
会を活性化するためには、女性をはじめとする多様な人材の活躍
できる環境づくりが必要である。

「女性が働くこと」のみならず、女性のライフプランにも焦点を当て、大
学及び企業と連携し、女性デジタル人材の育成、就労や家庭などに
つなげる相談等様々な支援を行う。

女性就業率の増加が図られるとともに、今後のロールモデルを育成
し、女性活躍の促進が図られる。

男女共同参画を推進するため、県民意識の醸成や人材の養成を図る
ための各種講座のほか、大学や地域団体との連携により専門性・先
進性の高い、社会経済情勢に対応した講座を開催するとともに、発信
力強化を図る。

千葉商科大学
東京海上日動火災保険株式会社

目 標

実 績

あらゆる分野で男女がともに活躍できる環境づくり
事業目標 ： 事業参加者数  50人以上

もしくは視聴回数1,200回以上

あらゆる分野で男女がともに活躍できる環境づくり
事業実績 ： 事業参加者数 24名

 事業動画視聴回数 356回

あらゆる分野で男女がともに活躍できる環境づくり
事業目標 ： 事業参加者数 50人以上

目 標

更なる県民ニーズの分析・把握に努めるとともに、継続して当該講座
の周知を行い、より多くの参加者を募る。



事業の概要

大学との連携講座を開催

『DX人材って？ IT×未経験×女性のはじめの一歩』（２月２日～３月２９日）

千葉商科大学と連携し、事前収録型の講演をYouTubeにて一般公開した。

女性の就労支援および経済的自立の支援の観点から、多様な生活環境における
女性の働き方を広げる手段として、女性研究者によるデジタル分野での女性の活
躍を後押しする講演である。

・IT業界は売り手市場と言われるけれど、DX人材として働くのは難しいのでは？
・IT初心者な自分に、強みがあるとは思えない。
・けれど経済的に自立したいし、よく見聞きするITをキーワードに、新しい一歩を
踏み出したいと考える女性、特に３０～４０代女性に向けて、重要なことはまず
自分を知ることであり、“自分の強み”＝IT以外の知識を持っていることと捉え
ることが重要であると説いている。

（１） 主 催 千葉県・千葉商科大学
（２） 講 師 橋本 隆子

（千葉商科大学副学長、商経学部教授、国際センター長／博士（工学））
（３） 内 容 ①自己紹介

 ②デジタル分野と女性
 ③DXとは？デジタル人材とは？
 ④最初に何に取り組むべきか
 ⑤デジタル化の課題（特に人工知能の観点から）
 ⑥まとめ



事業の概要

企業との連携講座を開催

 「女性のための マネーセミナー」（２月１８日）

   ちばコラボレーションシップに基づく東京海上日動火災保険株式会社
   との連携講座

    企業の持つ高い専門知識・知見及び実績を生かした講座を行うこと
で、さまざまなライフステージに立つ県民がいきいきとした生活を送
ることができるように支援することを目的とする。

    本講座では、女性の経済的自立の支援の観点から、貯蓄や投資の
方法など女性のためのマネーセミナーを実施。

（１）主 催 千葉県・東京海上日動火災保険(株)
 協   力 東京海上日動あんしん生命保険(株)

（２）講   師    森村 友紀子 東京海上日動あんしん生命保険(株)
（３）会   場    千葉県男女共同参画センター
（４）内  容 専門知識・知見及び経験から以下の項目を講演、その後、

セミナー参加者各々の疑問・質問に答える。
               ・お金を貯める目標は何ですか？ 

                   ・お金の価値について考えたことはありますか？
                   ・年金は増やせないの？・必ず必要になるお金とは？
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